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［ a)量研・高崎研、b)前橋工科大・工学 ］ 

60
 
 

2-14 
 
 

イオンビーム照射で試作した尿素非生産性 KAZE3 号酵母の醸造試験 ……………………………

渡部 貴志 a)、栁澤 昌臣 a)、佐藤 勝也 b)、大野 豊 b) 

［ a)群技セ、b)量研・高崎研 ］ 

61
 
 

 
 【 12 月 6 日 ： 量子ビーム基盤 】  

 

3-01 
 
 

AVF サイクロトロンの高精度ビームエネルギー制御の検討 …………………………………………

宮脇 信正 a)、柏木 啓次、渡辺 茂樹、石岡 典子、倉島 俊、福田 光宏 b) 
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田畑 陽久 a)、長 勇一郎 a)、吉岡 和夫 b)、相田 真里 d)、与賀田 佳澄 d)、 
林田 雅人 c)、神田 剛 c)、戸枝 純哉 c)、川上 結生 c)、佐藤 真一郎 e)、今泉 充 d) 
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Phillip David Bentley a)、李 松田 a)、郭 腾宇 b)、于 国强 b), c)、三井 隆也 a), d)、 
小林 康浩 e)、藤原 孝将 d)、境 誠司 a) 
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Fe/MgO 界面における、原子層レベルの磁気・電子状態の解明 ……………………………………

李 松田 a)、藤原 孝将 b)、三井 隆也 b)、Phillip David Bentley a)、杜 野 a)、境 誠司 a) 
［ a)量研・高崎研、b)量研・関西研 ］ 
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フェリ磁性ホイスラー合金薄膜におけるスピン軌道トルクによる磁化反転研究 ………………………

杜 野 a)、李 松田 a)、磯上 慎二 b)、Phillip David Bentley a)、新田 淳作 c)、境 誠司 a) 
［ a)量研・高崎研、b)物材機構、c)東北大 ］ 
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斜入射放射光メスバウアー分光法による局所磁性探査 ………………………………………………
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［ 量研・放射光科学研究センター ］ 
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ITER 計測機器の放射線照射実験 Ⅴ …………………………………………………………………

北澤 真一、石川 正男、今澤 良太、谷塚 英一、及川 聡洋、野尻 訓平、 
牛木 知彦、河野 繁宏、鳥本 和弘、稲嶺 盛義、菊池 貴智、横塚 友啓、 
村上 英利、清水 宏祐、杉江 達夫、布谷 嘉彦 
［ 量研・那珂研 ］ 

75
 
 
 
 

1-25 
 
 

核融合炉材料及び接合界面の微細組織及び強度に及ぼす複合照射効果に関する研究 …………

安堂 正己、兪 周炫、濱口 大、野澤 貴史 
［ 量研・六ヶ所研 ］ 
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1-26 
 
 

イオンビームのエネルギー付与を利用した材料創製 二次元ダイヤモンド超薄膜の作製 …………

圓谷 志郎 a)、アブラモフ パヴェル b)、鈴木 智広 a)、滝沢 優 c)、山本 春也 a)，好田 誠 a), d) 
［ a)量研・高崎研、b)慶北大・自然科学、c)立命館大・理工、d)東北大・工 ］ 
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ランタノイド・ナノフォトニクス量子デバイス ……………………………………………………………

佐藤 真一郎 a) 
［ a)量研・高崎研 ］ 
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ハーフメタリック強磁性体 CrO2 における X 線磁気円二色性の理論研究 ……………………………

野村 拓司 a), b)、阿江 俊明 b), a) 
［ a)量研・放射光科学研究センター、b)兵庫県立大学大学院・理学研究科物質理学 ］ 
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1-29 
 
 

機械学習による放射線グラフト重合収率予測 …………………………………………………………

植木 悠二、瀬古 典明、前川 康成 
［ 量研・高崎研 ］ 
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プロベネシド併用による 2-[211At]astato-α-methyl-L-phenylalanine の …………………………………

治療効果増強に関する検討 
花岡 宏史 a), b)、大島 康宏 c)、鈴木 博元 d)、佐々木 一郎 c)、渡部 直史 e)、大江 和弘 e)、 
渡辺 茂樹 c)、石岡 典子 c)、 
［ a)関西医大・医学、b)群馬大院・医学、c)量研・高崎研、d)千葉大院・薬学、e)大阪大院・医学 ］
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2-16 
 
 

植物残渣抽出成分の放射線防護剤としての有用性検討 ……………………………………………

鈴木 智也 a)、大泉 昂之 a)、舟山 知夫 b)、中村 麻子 a) 

［ a)茨城大院・理工学、b)量研・高崎研 ］ 

82
 
 

2-17 
 
 
 

サイクロトロン製放射性ガリウムの新規分離精製法 ……………………………………………………

須郷 由美 a)、小畑 翔平 b)、宮地 凌摩 b)、真鍋 日那子 c)、森 勝伸 c)、 
大平 慎一 d)、石岡 典子 a) 

［ a)量研・高崎研、b)熊本大院・自然、c)高知大院・理工、d)熊本大院・先端 ］ 
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グルタチオンが誘導する植物根における重金属動態制御機構の解明 ………………………………

中村 進一、今泉 佑菜、須田 啓斗、木島 あやの、篠澤 彰久、伊澤 かんな a)、 
鈴井 伸郎、尹 永根、野田 祐作、山田 尚人、山縣 諒平、佐藤 隆博、河地 直木 b) 
［ a)東京農大・生命科学、b)量研・高崎研 ］ 
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茶葉の微量元素分布測定によるアルミニウム解毒機構の解明に関する研究 ………………………

安田 啓介 a)、山田 尚人 b)、山縣 諒平 b)、石井 保行 b)、鈴井 伸郎 b)、 
佐藤 隆博 b)、河地 有木 b) 
［ a)京都府大院・生命環境、b)量研・高崎研 ］ 

85
 
 
 

2-20 
 
 

Induction of cell reprogramming by means of DNA-damaging treatments ……………………………

Ayako N. Sakamoto a), Nan Gu b), Yosuke Tamada b) 
［ a)Dept. Radiation-Applied Biol. Res., TARRI, QST, b)Sch. Engineering, Utsunomiya Univ.］ 

86
 
 

2-21 
 
 

復帰突然変異を in vivoで可視化するゼブラフィッシュ系統を用いた線質効果の検討 ………………

尾田 正二 a)、李 多琳 a)、沙 尓格 a)、沈 蘊盛 a)、馬 博聞 a)、鈴木 芳代 b)、舟山 知夫 b) 
［ a)東京大院・新領域創成科学研究科、b)量研・高崎研 ］ 

87
 
 

2-22 
 
 
 

ヒトがん細胞の P53 遺伝子依存的バイスタンダー致死効果に対する ………………………………

エネルギーの異なる炭素イオンマイクロビーム間比較 
鈴木 雅雄 a)、舟山 知夫 b)、鈴木 芳代 b) 
［ a)量研・放医研、b)量研・高崎研 ］ 
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2-23 
 
 
 

ナノ量子センサーを用いたマウス生体脳計測系の構築と病態モデルマウスへの応用 ………………

高橋 真奈美 a)、田桑 弘之 a)、神長 輝一 a)、増山 雄太 a), b)、鈴木智達 a)、阿部浩之 a）, b）、 
大島 武 a), b)、須原 哲也 a)、五十嵐 龍治 a) 
［ a)量研・量子生命、b)量研・高崎研 ］ 
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2-24 
 
 
 

iPS 細胞由来脳下垂体オルガノイドにおけるナノ量子センサ動体解析と温度計測系の構築 ………

西村 勇姿 a)、徳永 真登 b)、須賀 英隆 c)、馬場 嘉信 a), b) ,d)、湯川 博 a), b), d), e) 
［ a)量研・量子生命、b)名大院・工学、c)名大院・医学、 
d)名大・未来社会、e)千葉大院・融合理工 ］ 

90
 
 
 

2-25 
 
 
 

蛍光ダイヤモンドを用いた in vivo イメージングシステムの構築 ………………………………………

神長 輝一 a)、柳原 啓見 a)、森岡 孝満 a)、阿部 浩之 a), b)、大島 武 a), b)、白川 昌宏 c)、 
五十嵐 龍治 a)、湯川 博 a) 
［ a)量研・量子生命研、b)量研・高崎研、c)京都大院・工 ］ 
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2-26 
 
 

がん研究への量子技術の応用を目指したラット乳腺へのナノ量子センサー投与法の開発 ………

鱧屋 隆博 a)、神長 輝一 b)、五十嵐 龍治 b)、今岡 達彦 a) 
［ a)量研・量子生命研・量子発がん、b)量研・量子生命研・次世代量子センサー ］ 

92
 
 

2-27 
 
 
 

放射光 RIXS 分光による金属タンパク質の電子状態分析 ……………………………………………

藤井 健太郎 a), b)、宮脇 淳 a)、泉 雄大 b)、倉橋 直也 c)、木内 久雄 c)、 
原田 慈久 c)、安達 元泰 b) 
［ a)量研・ナノテラス、b)量研・量子生命、c)東大・物性研 ］ 
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 【 12 月 7 日 ： 量子ビーム基盤 】  

 

3-04 
 
 
 
 

大気マイクロ PIXE による強皮症肺中の結晶性シリカの証明 …………………………………………

古賀 康彦 a)、佐藤 隆博 b)、山田 尚人 b)、山縣 諒平 b)、江夏 昌志 b)、石井 保行 b)、 
久田 剛志 c)、土橋 邦生 d) 
［ a)群馬大院・医学・呼・アレ内科、b)量研機構・高崎研、c)群馬大保健学科、 
d)上武呼吸器内科病院 ］ 
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3-05 
 
 

多重極電磁石を用いた荷電粒子ビームの強度分布変換・修整に関する研究 ………………………

百合 庸介、湯山 貴裕、石坂 知久、柏木 啓次 
［ 量研・高崎研 ］ 

95
 
 

3-06 
 
 
 
 

単一イオンビーム注入装置用二段加速レズの設計 …………………………………………………

石井 保行 a, b)、大久保 猛 a, b)、宮脇 信正 a, b)、百合 庸介 a, b)、小野田 忍 b)、 
鳴海 一雅 b, c)、齋藤 勇一 b, c) 
［ a)量研高崎・ビーム技術開発課、b)量研高崎・量子機能創製研究センター、 
c)量研高崎・放射線高度利用施設部 ］ 
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3-07 
 
 
 
 

亜鉛含有口腔ケア剤による再石灰化効果の検討 …………………………………………………

櫻井 雅彦 a)、松田 康裕 a)、奥山 克史 b)、山本 洋子 c)、内藤 克昭 c)、神田 ひかる c)、 
林 美加子 c)、斎藤 隆史 a)、玉置 幸道 b)、佐藤 隆博 d)、山田 直人 d)、山縣 良平 d)、 
石井 保行 d) 
［ a)北海道医療大学・歯学、b)朝日大学・歯学、c)大阪大院・歯学、d)量研・高崎研 ］ 
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 【 12 月 6 日 ・ 7 日 ： 施設利用・運転管理 】  

 

4-01 
 
 

TIARA 施設の利用状況 ………………………………………………………………………………

花屋 博秋 a)、石堀 郁夫 a)、瀧澤 春喜 a)、久保田 昇 a)、渡辺 智 a)、清水 隆志 b)、兼谷 聡 c) 
［ a)量研・高崎研、b)放振協・高崎、c)ビームオペレーション ］ 
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4-02 
 
 
 

AVF サイクロトロンの運転・整備状況 …………………………………………………………………

吉田 健一、湯山 貴裕、石坂 知久、細谷 青児、石堀 郁夫、宮脇 信正、柏木 啓次、 
奈良 孝幸、居城 悟、高野 圭介、倉島 俊 
［ 量研・高崎研 ］ 

100
 
 
 

4-03 
 
 

静電加速器の運転・整備状況 …………………………………………………………………………

平野 貴美、千葉 敦也、山田 圭介、倉島 俊、金井 信二、青木 勇希、橋爪 将司 
［ 量研・高崎研 ］ 
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4-04 
 
 
 

電子・ガンマ線照射施設の運転・整備・利用状況 ……………………………………………………

清藤 一 a)、長尾 悠人 a)、山﨑 翔太 a)、横塚 恵莉 a)、上松 敬 a)、細野 雅一 a)、 
八木 紀彦 b)、高木 雅英 b)、今井 浩二 b)、赤岩 勝弘 b)、宇野 定則 a)、長澤 尚胤 a) 
［ a)量研・高崎研、b)放射線利用振興協会 ］ 
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★ポスター発表総数：67 （うち、審査数：20） 

 


